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愛媛県 農家民宿先進地視察会②

令和５年12月14日（木）～15日（金）の日程で、農林漁家民宿の先進地『愛媛県今治市しまなみ海道周辺』に赴き、
現地の『しまなみグリーン・ツーリズム推進協議会』ご担当者、民宿を経営されている方々にお話を伺いました。

愛媛県今治市しまなみ海道周辺

素晴らしい経験が、民宿開業につながる

　夫が仕事を定年した後、いちご農家をはじめた際に協議会の方から「子ども
たちの体験を受け入れてくれないか」と、依頼されたことがきっかけです。
最初は東京の子どもたちだったのですが、出迎えた際はいちご狩り体験の他、
みかん狩り体験もおこないました。子どもたちは目を輝かせながら体験の
一つひとつをとても喜んで、ミミズを発見しただけでも大はしゃぎして
いたのがとても印象的ですね。近くの離れ小島で魚釣りをしたあと、魚を
調理して食べさせてあげると「美味しい!」と、沢山食べてくれました。
　このように素晴らしい体験をできたことで、初めの不安がウソのように
解消され、自分自身も楽しく、やり甲斐も感じました。そして、この経験が
きっかけで、子どもたちを受け入れるようになりました。
　その後、県の方からも「本格的に農家民宿を開業してみないか」との提案
があり、開業申請等についても色々とサポートいただいたおかげで、開業
することができました。

人との交流を大切に、夫婦ムリをせず

　民宿の開業には、自宅を活用して運営しています。うちは夫婦ふたり
だけで生活しており、空いている部屋をお客さまに活用することで、効率
的な運営ができていると思いますね。
　お客さまをお出迎えする体制について、私は人との交流を大切にして
いること、また、夫婦が必要以上にムリをしないことを意識して、1日１組
限定と決めています。食事については、夕食は近くのお食事処を紹介して
います。朝食はできるだけ地元の食材を中心に提供しています。
　当初お客さまは１月に１組ぐらい訪れていただける状態でしたが、『しま
なみ海道』が全国的なブームになったことでHPをリニューアルすると、宣伝
効果が上がったのでしょうか、様々な地域からお客さまが来てくださるよう
になりました。

農家民宿をはじめて、
様々な経験が宝物になりました

　コロナ禍では、教育旅行で訪れるはずの学生さんたちが、度々旅行中止で
来られなくなり、残念な思いをしましたね。でも、それ以降は宿を気に入って、
何度も来てくださる常連さんとお手紙で交流したり、お菓子をいただいたり
する間柄になったり、嬉しい出来事も多いです。また、岐阜県からのお客さん
には「一度、うちにも遊びにおいで！」と言っていただき、私も遊びに伺い
ました。知らない者同士だった人たちと、こんなふれあいができたことは
素晴らしいと思いますし、とても印象深いですね。
　外国の方がいらっしゃった時には、困ったこともありました。その方は
完全菜食主義者である“ヴィーガン”だったのです。動物性食品は一切口に
されないと聞き、食材探しと調理が大変でした。私自身ヴィーガンという
存在すら知らなかったので、料理法を工夫したり、近くの料理店に助けて
もらいながら対応しました。でも出汁の取り方から考えたり、食材の調理法
を工夫したりすることで、意外と美味しいものができあがり、料理レパート
リーの幅も広がりましたし、腕も上がったかなと感じています。
　民宿をはじめて、地元の方との交流も増え、地域食材を通じて地元の
皆さんと少しずつ仲良くなれたことはかけがえのない宝物になっていると
思います。食材に対するお客さまの反応などを伝えると、生産者の方は
とても喜んでくれますし、そんな時には「地域に輪ができているな」と感じ
られて、私はとても嬉しくなりますね。

祖父母の家を活用して、民宿をはじめました

　2015年頃、祖父母が住んでいた家が空き家になったことがきっかけで
活用法を考えた時、元々私自身料理が好きだったこともあり農家民宿を思い
ついて開業しました。
　当初は愛媛県からの依頼で、台湾の学生も受け入れていました。今現在
は、私自身「お客さんを沢山呼びたい」とは考えていませんから、自分の
ペースで民宿運営を続けています。
　通常、宿泊予約は『しまなみグリーン・ツーリズム推進協議会』から依頼
された方を中心にお受けしているのですが、突然ご予約の電話が掛かって
くることがあり、どこから知ったのだろう？と、ビックリすることもあり
ますね（笑）。

苦労をしない工夫を、取り入れています

　自分のペースで「身体がきつくなる程お客さまをお招きしないこと」を
ポリシーにしていますので、今のところ苦労はほぼないです（笑）。そのための
工夫もしていますね。たとえば、クリーニングに手間がかかりやすいお布団の
カバーは、シワになりにくい素材のものを使用したり、お客さんには前もっ
て「歯ブラシは自分でご用意ください」と伝えていたりしています。大手の
ホテルや旅館ではNGな対応も、許容していただけることが農林漁家民宿の
魅力ですし、そのおかげで私も民宿の運営が続けられていると思います。
　その分、お客さまのご要望を少しでもお受けできれば良いと考えています。

身振り手振りで、心が通じあった台湾の学生さん

　台湾の学生さんたちをお迎えした際に、お互いに言葉が理解できませ
んでしたが、身振り手振りの対話で、意思が疎通できたこと。あの喜びと
可笑しさが、いまもとても印象に残っていますね。
　先日、そのときお越しになった学生さんの1人から「今度、伯方島に遊びに
行きます！」との連絡を頂戴し、学生さんも「そのときの宿泊が印象に残っ
ているんだな」と感じました。再びお目にかかるのが楽しみです。

美味しい食事を提供するための、こだわり

　お客さまへの食事の対応、それが自分の民宿の業務の中で最もこだわって
いることであり、いちばん大変だなと感じています。宿では、自分が育てた
野菜を調理して提供しているのですが、美味しく召しあがっていただくため
にどうすれば良いのかと、日々苦心しますね。ただ、結論から申しますと
「新鮮ならそのまま食べるのが一番」ということです。民宿の話からは少し
離れるのですが、子ども食堂で料理を提供する際、大量のピーマンを一度に
調理しなくてはいけなくなり「子どもたちに食べてもらえるだろうか」と
心配の声が上がりました。「生でマヨネーズ付けて食べさせよう。新鮮だから
美味しいよ！」と意見を出したところ採用となり、実際に生で提供したところ
ピーマンがとても甘かったようで、子どもたちが喜んでくれたことがあり
ます（笑）。
　あと、うちの民宿では朝食に自家製パンを提供しています。パン作りを
はじめたきっかけは、子どもが小さい頃「一度に沢山食べるので、買って
いては食費が嵩むから」という理由でした。しかし、作りはじめれば、少し
でも美味しくしたいので知恵と工夫を注ぎ込み、独学と試行錯誤を経て
「冷めても美味しい」パン作りに成功。試食した方から「この出来なら売れ
るよ」といわれるようになり、食品衛生法の許可も取得してお客さまに
お出しできるようになりました。パン作りには、早朝からの仕込みが必要で
発酵、成形、焼成など手間も多くて、それを考えれば億劫にもなりますが
「美味しい!!」と喜ぶお客さまの笑顔を思い浮かべて頑張っています。
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愛媛県 農家民宿先進地視察会③

農家民宿「しまなみの小さな家」

VOL.3
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しまなみグリーン・ツーリズム推進協議会

農家民宿「吉乃勝」

しまなみグリーン・ツーリズム推進協議会の概要

　私どもの協議会は、今治市の島しょ部と上島町を対象エリアとし、2022
（令和4）年12月時点で51団体（69体験）が会員として参加、農家民宿・
農泊につきましては25軒が参加しています。
　ここ数年は、地域の農・漁業者など地域内で活動している団体とも連携
していて、教育旅行や民泊の受入れなど、活動の幅を広げています。

体験できるコンテンツにも、工夫と努力

　教育旅行生などに向けて実施しているコンテンツとして、自分たちで
作った伯方島名産の塩を旬の野菜に付けて食べる等、『体験型プラン』を
強化しています。最近は学校からの『SDGs関連』のご要望が多いことを
受け、みかんの皮を活用した草木染体験などを提供・提案しており、人気を
博しています。
　その他にも、いちご狩り体験の際には、いちごには様々な品種があること
を説明。食べ比べをしてもらいます。それぞれの美味しさを感じてもらう
ことによって「人間も同じ。それぞれ個性があり、その一つひとつが大切で
ある」といった理解を促しています。このように体験提供者にも、身近な
ことから教育につなげる工夫に協力いただいています。

協議会の継続と発展のために

　新型コロナウイルス感染症の影響もあり、教育旅行の行き先を沖縄など
の観光地から、田舎体験にシフトする学校も増えており、近年は私どもの
地域でも受入れ数が増加しています。ただ５類感染症移行に伴い、問い
合わせは減少傾向にありますが、中学生の教育旅行は継続して受け入れを
続けています。
　現在、教育旅行における民宿・民泊体験は中断していますが、できるだけ
早い時期に受入体制が整えられるよう準備を進めているところです。
　今後、協議会が10年、20年先へと継続していくためにワークショップを
開催し、次の世代が主体となって行動できるよう、活動計画の磨き上げを
しているところです。
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井上さんを囲んで。参加者との活発な意見交換が続く

和の佇まいが落ち着く、「しまなみの小さな家」

使いやすく整頓されたダイニング･キッチン

食事には、地域食材がふんだんに使われている

交流の増加が「地域に輪を作っている」と井上さん

西部さんのアドバイスが、次の民宿の開業者の励ましとなる

自慢のパン作りを習う。参加者の1人ひとり表情も真剣だ

食事をしながらも、会話に熱がこもる視察会の参加者たち

ホッとする空間作りにも、使いやすさへのひと工夫がある

地域の活性化と未来に「農林漁家民宿は役立つ」と、
西部会長

運営者　井上 貞子氏

運営者　西部 久美子氏

会長　西部 知香氏 ／ 事務局　朝倉 美恵子氏

事務局　朝倉 美恵子氏

活動状況、そして今後の検討

　教育旅行の手配については、協議会の事務局を通じてお願いしています。
事務局活動については2022（令和4）年までは、県の職員の方が対応して
くれていましたが、より地域にシフトしていくことを目指し、2023年度から
は今治市の『地域おこし協力隊』の派遣を受けて対応しています。ただ地域
おこし協力隊も、対応期間が３年と決まっていますので、今後の事務局活動
については、どのように進めれば良いのかを検討しているところです。
　教育旅行を受け入れる際には、事前研修をおこない、安全管理の徹底を
図っています。旅行終了後も反省会を開催し問題点をスクリーニングして
います。特に「食事面で苦労している」との声が多いので、夕食・朝食の
メニューを持ち寄り、どういったものが好評だったのかなども、活発に
意見交換しています。
　その他、協議会活動のPRをおこなうため、大阪に出向いたり、県の方の
協力を得て台湾へ商談に伺うこともあります。

バトンを託す若者への願い

　現状、大きな課題の1つが、協議会の活動継承です。協議会自体、高齢化
が進んでおり、私自身もこの先10年、20年と会長を続けていくことは困難
です。ですから、今いる若者には地域の方々と手を携えて、活動を推進して
いってほしいです。私たちのバトンを受け取った若者が、一人ひとりが身に
付けている技やスキルを「地域振興のために、どうすれば活かせるのか」を考
えながら、協議会の運営を続けていただけることを願っています。

2000年の協議会設立当初は

　しまなみ海道の開通をきっかけに、私たち『しまなみグリーン・ツーリズム
推進協議会』は、2000（平成12）年に県の生活改良普及員からの声掛けに
より設立いたしました。当時はまだグリーン・ツーリズムという考えや活動に
馴染みがなく知らないことばかりでしたが、県の普及員さんから「今まで培って
きた農家としての生活（野菜の収穫や果樹栽培など）を、島に来てくれた方に
対して、個人ではなく地域のみんなで体験として提供してください」と指導
を受け、まずは「一次産業者のお嫁さんのお小遣いをつくろう」という考え
方で進めてきました。
　農林漁家民宿につきましては、2006（平成18）年にたった３軒からの
スタートでした。開業に際しては「いま家にある空部屋を活用し、できる範囲
でやってみよう」との呼び掛けを、県の普及員さんと共に農家の方を一軒
一軒回りながら、開業を促しました。その時、開業を希望する人たちが
集まり、将来の夢を語り合いながら、手を携えて一緒に進めました。
　当時は「自分たちに民宿ができるのか」という声も多く、一歩を踏み
出せない人が大多数でしたが、勇気を持って臨んだ先駆者のおかげで
徐々に広がりを見せていきました。

地域振興のお役に立っている実感があります

　協議会の活動については、地域の魅力発信や活気づけのお役に立てて
いる実感があります。教育旅行などで大型バスが島内を走る姿を見て、島民
にも島の賑わいの広がりが伝わっているようで、これも良い効果の現れだ
と思っています。
　もちろん、協議会活動に対して、反対意見が出ることもありますが、
それも活動への関心と捉えて「一緒にやろうよ！」と、積極的に声を掛けて
います。いつの日か、私たちと島民が全体で活動できることを夢みて、
日々の努力を重ねています。

会長　西部 知香氏


